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令和６（２０２４）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （哲学哲学史受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は２枚です。］ 

（ １枚目／2枚中 ） 

注意 ①解答はすべて所定の解答用紙に記入すること 
②問題用紙は持ち帰ること 

 
Ⅰ 次の英語文全体を日本語に訳しなさい。 
Language may be described as a means of conveying something that the user of the language wants to 
convey. In this wide sense the word “language” is so used as to cover any means used to convey 
emotions and thoughts, from gesture language at the one extreme of simplicity to mathematical language 
at the other extreme. It is with language regarded as an instrument that we are here concerned. An 
instrument is efficient to the extent to which the using of it enables the purpose, for which the instrument 
is designed, to be achieved. 
 
(L. Susan Stebbing, Thinking to Some Purpose, Allen Lane Penguin Books, 1939, p.45, ll. 6–14.) 
 
 
II 次の独語文全体を日本語に訳しなさい。 
 

※ 問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 
       なお、出典は以下の通りです。 
 
 
Alfred Schütz, Gesammelte Aufsätze I, Martinus Nijhoff, Den Haag, 1971, S. 5, Z. 12-19. 
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（2枚目／2枚中） 
 

III 以下の術語の中から、２項目を選択し、その番号を記した上で３行程度で説明しなさい。 

 
１．洞窟の比喩 
２．分析判断と総合判断 
３．一般意志と全体意志 
４．投企 
５．行為の因果説 

 
 
IV 「主体性」について論じなさい。 
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3

著作権に配慮して、本文は省略します。
出典は問題文のとおりです。
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1 
 

令和 6（ 2024） 年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・ 日本学専攻基盤日本学コ ース ・ 芸術学専攻 

（ 博士前期課程／一般選抜・ 冬期試験） 入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （ 東洋史学受験分野）  筆記試験 

［ 問題用紙は 3 枚です。］  

（ １ 枚目/3 枚中）  

 

 

［ 問題用紙は 3 枚です。 I ～I Vについて， それぞれ別々の解答用紙を使用する こ と ］  

 

 

Ⅰ 論述問題 

次の 2 問から １ 問を選び， 解答し なさ い。 解答に当たっては， いずれを選んだかを冒頭に記

入する こ と 。  

 

1. アジア史における ，「 留学」 と 思想伝播の関係について， 任意の個人・ 集団， 歴史事象を

挙げつつ， 説明し なさ い。  

 

2. 西暦 3 世紀から 16 世紀ま での， 中央ユーラ シア世界の遊牧民における 文字文化の発展

の歴史について説明し なさ い。  

 

3. 東アジアの都城制の特徴について， 具体例を挙げつつ， 述べなさ い。  

 

 

Ⅱ 基礎事項問題 

次の（ a） ～（ e） の事項について知る と こ ろを， それぞれ 2 行程度で簡潔に答えなさ い。  

［ 問題Ⅰと は別の解答用紙を用いる こ と ］  

 

(a) 欧陽脩      (b)清仏戦争（ 1884-85）        （ c）『 授時暦』  

(d) 白鳥庫吉  (e) ワ ッ ハーブ派（ W ahhābiyyah）  
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2 
 

（ 2 枚目/3 枚中）  

 

Ⅲ 英語問題 

 

次の英語の文章を， 語注も 参照し つつ， すべて現代日本語に訳し なさ い。 ただし ， 注番号は

無視する こ と 。  

 

 

語注）  

Pen -ts’ao k an g-m u ：『 本草綱目』  

Syph i l i s： 梅毒 

 

【 問題文は、 著者の著作権等に配慮し 、 省略し ま す。 なお、 出典は次のと おり です。  

Adshead, S., Ch in a i n  W or ld  H i stor y (N ew  York : St. M artin’s Press, 1988), p . 228, l l . 5-26】  
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3 
 

（ 3 枚目/3 枚中）  

 

 

Ⅳ 漢文問題 

 

 次の漢文は， 清代の銭大昕が著し た『 十駕齋養新録』 巻 18・ 詩文盜竊である 。

こ れを 読んで， 語注も 参照し つつ， 下の問いに答えなさ い。 なお， 一部の箇所では

標点を 省略し ている 。  

 

語注）  

皎然（ 730-99）： 唐の仏僧・ 詩人。   向秀（ 227-72）： 竹林七賢の一人。  

郭象（ ?-312）： 西晋の人、『 荘子』 の研究で知ら れる （ 剽窃の有無には諸説あり ）。  

『 晉中興書』： 紀伝体の史書。 南朝宋の時期に成書。 何法盛撰と し て伝えら れる（ 郗紹の撰と

の説も あり ）。  

姚察（ 533-606）： 陳～隋の史家。   寧人： 顧炎武（ 1613-82） の字。  

張懷慶（ 生没年不明）： 唐代の地方官僚。    

張昌齢・ 郭正一： いずれも 初唐の著名な文人。  

 

問 1 傍線部①を すべてひら がなで書き 下し なさ い。  

問 2 傍線部②を 現代日本語訳し なさ い（ なお、 発言内容がど こ から ど こ ま でか、

明示する こ と ）。  

問 3 傍線部③を 現代日本語訳し なさ い（ なお，「 生吞活剝」の意味も 訳し 下すこ と ）。 
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 1 

令和６（２０２４）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻  

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （人文地理学受験分野）筆記試験［問題用紙は 2 枚です。］ 

（１枚目/2 枚中） 
 

(中辞典程度の英語辞書の持ち込みを可とします) 
 

以下の問１～問３に答えなさい。解答は解答用紙に記入のこと。  
 
 
問１ 
 つぎの(a)～(f)は、人文地理学に関連する用語を挙げたものである。これらの中から１つ

を選んで簡潔に説明しなさい。なお、選んだ項目のアルファベットを明記すること。  
 

(a) エスニック集団        (b) オルタナティブ・ツーリズム 
(c) ローカルモラン統計量        (d) 空中写真測量 
(e) 低湿地の資源利用      (f) 介護サービス供給の地域差 

 
問２ 

つぎの(a)～(d)の４つの問いの中から１つを選んで解答しなさい。なお、選んだ問いのア

ルファベットを明記すること。 
 
(a) アブラヤシ・プランテーション開発の歴史と課題について説明しなさい。 
(b) チューネンとクリスタラーの空間モデルを比較して説明しなさい。 
(c) 日本における都市化の推移と防災上の問題点について説明しなさい。 
(d) 訪日外国人数と出国日本人数の半世紀間の推移について説明しなさい。 
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 2 

（２枚目/２枚中） 
問３ 
 次の英文はある学術論文の要旨の全文である。これを読んで、下の問い(問ア・問イ)に答

えなさい。 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。  

 

Althoff, T., Sosič, R., Hicks, J.L., King, A.C., Delp, S.L. and Leskovec, J. 2017. Large-
scale physical activity data reveal worldwide activity inequality. Nature Vol. 547, Issue 
7663: 336-339, DOI: 10.1038/nature23018 （336ページのAbstract全文） 

 
問ア    

   上の英文の全文を日本語に訳しなさい。  
 
 

問イ 
  上の英文中の下線部について、具体的にどのような都市環境を指していると考えられ

るか、いくつか具体例を挙げなさい。 
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 1枚目 / 3枚中 
 

令和６（２０２４）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻（英米文学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は５枚です。］ 
（１枚目/５枚中） 

 

★一題ごとに別の解答用紙を用い、問題番号を記入すること。 
 

Ⅰ．次の英文を読み、議論の内容を要約し、またそれに対してどのように考えるかを、あわ
せて 800 字程度の日本語で論述しなさい。 

 
 
 
 
 
 
※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【出典】Peter Barry, Beginning Theory: An Introduction to Literary and Cultural Theory, 

Fourth Edition, (Manchester, 2017 (1995). p.194, l.14 - p.196, l.11) 一部改変。 
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 2枚目 / 3枚中 
 

Ⅱ．以下の文章はある小説の冒頭部分である。これを読んで、一人称の語り手兼主人公の人
生についてどのような物語的状況が読み取れるか、100〜150 語程度の英語で説明しなさい。 
 

 

 

 

 

 

※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 

 

 

【出典】Saul Bellow, Dangling Man. 1944. Penguin, 2007. p.9 l.1〜p.11 l.24.  

 

 

III. 次の英詩を読んで、設問に答えなさい。 
 
 
 
 
※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 
 
 
 
 
１．この詩全行を日本語になおしなさい。 
２．この詩には、人生にたいする詩人独特の Irony が読み取れる。それについて 300 字程
度の日本語で解釈しなさい。 
 
【 出 典 】 MacMillan Anthologies of English Literature: The Twentieth Century (1900-
present), ed. Neil McEwan (London: MacMillan Education, 1989), p. 77, ll. 16-23. 
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 3枚目 / 3枚中 
 

 
 
I V．次の日本文を英語になおしなさい。 
 
 
 
※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 
 
 
【出典】斎藤幸平『マルクス解体−プロメテウスの夢とその先』（講談社、2023 年），8 ペ
ージ, 6〜11 行 
 
 
【外国語】 
Ⅴ．次の英文を読んで、下線部（１）（２）をそれぞれ日本語になおしなさい。ただし、人
名（固有名詞）は原文のまま alphabet で書き出すこと。 
 
 
 
 
※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 

 

 

【出典】London Review of Books Online, Vol. 45, No. 17 (7 September 2023), accessed on December 

17th, 2023（原文に一部修正あり） 
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著作権に配慮し、本文は省略します。
出典は以下の通りです。
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著作権に配慮し、本文は省略します。
出典は以下の通りです。
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令和６（２０２４）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 
（博士前期課程／一般選抜）入学者選抜試験問題 
日本学専攻 （現代日本学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

 
 
〔Ⅰ〕日本研究の観点から、「グローバル化」について論じなさい。 

 
 
〔Ⅱ〕次の項目から、3項目を選び、各項目について 5行程度で説明しなさい。 

 
(1) 懐徳堂    (2) 新国学    (3) 『思想の科学』    (4) 吉田ドクトリン    (5) エネルギー革命 
 
(6) 民衆史    (7) 『性の政治学』（Sexual Politics, 1970）    (8) 「べてるの家」 
 
(9) 河野談話    (10) 昭和館    (11) 異性愛主義    (12)近代家族 

 
 
〔Ⅲ〕次の 4 問のうちの１つを選んで答えなさい。 

 

(1) 現代日本の思想史上における人物を一人以上取り上げ、その位置づけについて論じなさい。ただ

し、あなたがその人物が重要であると考える理由がわかるように論じること。 
 
(2) 自己を研究対象とすることについて、具体的な方法論を挙げながらその意義と問題点、課題につ

いて論じなさい。 
 
(3) 近現代日本における男性（性）の表象について一つ例を挙げ、ジェンダーの観点から論じなさい。 
 
(4) オーラルヒストリーと表現活動との関連について、日本の事例を挙げながら論じなさい。 
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（２枚目/２枚中） 
 
〔Ⅳ〕次の文章は、Paul E. Dunscomb, Japan Since 1945, Association for Asian Studies, INC., 2014
の一節（41 頁の 1～27 行目）である。これを読んで、以下の問いに日本語で答えなさい。 
 
１ この文章の前半の段落で、著者は「明治」「大正」「昭和」をそれぞれどのように特徴づけているか、

簡潔に説明しなさい。 
 
２ この文章の後半の段落で、著者は「平成」の特徴を３つ挙げている。どのような特徴が挙げられてい

るか、簡潔に説明しなさい。 
 
３ この文章の末尾で言及されている「失われた 10 年」は、現在では、その後の時期も含めて「失われ

た 30 年」と表現されることもある。このような捉え方において問題化されているのは現代日本のどのよ

うな状況であるかを整理したうえで、あなたがとくに重要であると考える点について論じなさい。 
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著作権に配慮し、本文は省略します。
出典は問題文の通りです。
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令和６（２０２４）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
日本学専攻 （考古学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 
（１枚目/３枚中） 

 
 
 

問１ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 

（１）下線部①の名辞について解説しなさい。 

（２）枠内②を日本語に訳しなさい。 
（３）後段（２枚目）で示されている frequent features of chiefdoms の 20 項目のうち 5 項目につい

て、弥生時代においてはどのような状況であったか、具体的な資料を踏まえて述べなさい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

Colin Renfrew 1984, Approaches to Social Archaeology, Edinburgh University Press, 

p.228, l.24- p.230, l.3. 
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                                    （２枚目／３枚中） 

 
 
 
 
 
 
 

（問１ 問題文の続き） 
出典は同じ 
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（３枚目／３枚中） 
問２ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 

（１）全文を日本語に訳しなさい。 

（２）下線部①について、日本考古学に適用した事例を具体的に述べなさい。 
（３）下線部②について、本文中の考古学者が試みた具体的な内容を詳しく説明しなさい。 

 
 
 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

Glyn Daniel 1981, A Short History of Archaeology, Thames and Hudson Ltd, p.119, ll.2-18. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問３ 考古学的な発見と研究の現状を踏まえながら、人類の起源と現生人類の出現に至るまでの進化過程

に関して詳しく述べなさい。 

 
 
問４ 次の語句等について、それぞれ詳しく説明しなさい。 

（１）稚児野遺跡 

（２）三星堆遺跡 

（３）里浜貝塚 

（４）原の辻遺跡 

（５）玉田古墳群 

（６）由義寺 

（７）高輪築堤跡 

（８）Bibracte 
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40

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
出典は問題文の通りです。



41

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
出典は問題文の通りです。



42

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。
出典は問題文の通りです。
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令和６（２０２４）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

日本学専攻（基盤日本語学受験分野） 筆記試験 
 

［問題用紙は３枚です。］ 

（１枚目/３枚中） 

 
［１］次の文章を読んで、後の問いに日本語で答えなさい。 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

出典：Lyons, J. (1981). Language and Linguistics: An Introduction. Cambridge: Cambridge University Press, 

（1 頁〜3 頁 20 行目まで）. 
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（２枚目/３枚中） 
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（３枚目/３枚中） 

 

 
問１ 下線部（a）The question “What is language?” is comparable with — and, some would say, hardly 

less profound than — “What is life?”について、著者はどのように説明しているか、簡潔にま

とめなさい。 

 

問２ 下線部（b）“natural language”は何と対比されているのか、説明しなさい。 

 

問３ 本文の“What is language?”という問いについて、自由に論じなさい。 

 

 

 

［２］次の１４項目のなかから５項目を選び、それぞれについて５行から１０行程度で説明しな

さい。 

 

（１）言語記号の恣意性 

（２）口音と鼻音 

（３）探索的データ解析 

（４）国立国語研究所 

（５）接辞 

（６）コピュラ文 

（７）ダイクシス 

（８）無声化 

（９）母語 

（10）複言語主義 

（11）社会方言 

（12）言語獲得の U字型発達 

（13）会話の含意 

（14）会話の優先組織(preference organization) 

 

 

 

［３］あなたが今後研究しようとするテーマに関連するキーワードを５つ挙げ、それぞれについ

て５行から１０行程度で説明しなさい。 
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令和６（２０２４）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻（美学受験分野）筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 

（１枚目 / ３枚中） 

 

すべて日本語で解答しなさい。 

解答の文字数は問いません。 

長文になるときは段落ごとに内容を整理すること。 

 

 

問1 次の９つの語のうち２つの語を選び、それぞれについて、その語の意味を確認したうえで、

その語によって何が問題になってきたか、何が問題となりうるのかについて論じなさい。 

                                  ( 20 × 2 =  40 点 ) 

近代  造形  構成 

形式  空間  表現 

意図  解釈  批評 

 

問２ 別紙１の文章において、美学の徳理論（virtue theory of aesthetics）は何に注目する考えかた

であると説明されていますか。著者の考えを簡潔にまとめなさい。 

出典 Yuriko Saito, Aesthetics of Care (Bloomsbury, 2022), p .16, l.18 - p .17, l.25.  

( 20 点 ) 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。

 

問３ あなたが研究において注視している事柄の「発展」もしくは「展開」について、三つ程度の

段階に分けて、それぞれの段階の特徴がよく分かるように解説しなさい。たとえば、あるデ

ザインの「発展」であったり、ある運動の「展開」であったり、ある論争の「展開」であっ

たり、何であれ、意味のある変化について段階的に論じるものとします。別紙２の表は、あ

なたの考えを整理するためのものでメモにご利用ください。解答はあくまで解答用紙に文章

で記入してください。 

( 40 点 ) 
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令和６（２０２４）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻 （演劇学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は４枚です。］ 

（１枚目/４枚中） 

 

 

問 1 以下の６つの語すべてについて、それぞれ知るところを説明しなさい。字数自由。 

 

（１）Richard Schechner （２）『ヘッダ・ガブラー』   （３）多言語演劇 

（４）金春禅竹     （５）花道            （６）太棹三味線 

 

問２ 選択問題です。近現代演劇（西洋演劇）研究志望者は設問１、伝統演劇（芸能史）研究志望

者は設問２を選んで解答してください。 

設問１）問題用紙２枚目は、Erica Fischer-Lichte, ‘Interculturalism in Contemporary Theatre,’ Patrice 

Pavis (ed.), The Intercultural Performance Reader, Routledge, 1996, p.27, l.19-p.28, l.21 です。これ

を読み、以下の問いに日本語で答えなさい。 

 
（１）英文（A）の部分では、およそ 1970 年代以降に活発になる演劇のある傾向について概観

しています。その傾向はどのようなものか、この部分に記載されている、演出家の名前

を適宜使いながら、説明しなさい。 
（２）下線部（B）はインドの伝統演劇の一つのジャンルです。このジャンルの演劇がどのよう

に使われたのか、それがどのような意味を持つのか、この文意に則して説明しなさい。 
（３）下線部（C）はロシアの劇作家です。この劇作家の作品を一つ取り上げ、そのあらすじや

劇的な特質について説明しなさい。 
（４）英文（D）の部分では、３つの疑問文で、この文章で説明した演劇の傾向について、その 

意義を自問しています。この３つの疑問文のなかから一つ選び、それを日本語に訳した 
上で、その疑問文に対する自分自身の考え方を記しなさい。 

 
設問２）問題用紙３～４枚目は、伊藤正義『謡曲入門』（講談社学術文庫、2011 年）より、「松

虫―花鳥遊楽の瓊筵―」（295-300 頁）の全文です。これを読み、以下の問いに日本語で答え

なさい。 

（１）著者は、能《松虫》の作者は誰と考えているのか。また、その根拠は何と述べているの

か、文章に則して、説明しなさい。 

（２）著者は、能《松虫》の主題は何だと述べているのか、また、その根拠は何と述べているの

か、文章に則して、説明しなさい。 

 

問３ 戯曲の構成について、過去にどのような議論があったか。その議論にはどのような背景が

あり、現代において適応される意義があるとすれば、どのような意義があるだろうか。任意の具

体例をあげながら、自由に論じなさい。
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

 

Erica Fischer-Lichte, ‘Interculturalism in Contemporary Theatre,’ Patrice Pavis (ed.), The Intercultural 

Performance Reader, Routledge, 1996, p.27, l.19-p.28, l.21 
 

（２枚目/４枚中） 
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問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

  

伊藤正義『謡曲入門』（講談社学術文庫、二〇一一年）より、「松虫―花鳥遊楽の瓊筵―」（二

九五-三〇〇頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３枚目/４枚中） 
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（４枚目/４枚中） 
伊 藤 正 義 『 謡 曲 入 門 』 （ 講 談 社 学 術 文 庫 、 二 〇 一 一 年 ） よ り 、 「 松 虫 ― 花 鳥 遊 楽 の 瓊 筵 ― 」

（ 二 九 五- 三 〇 〇 頁 ） 
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１枚目/４枚中 
 

 

令和 6（2 0 2 4）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
芸術学専攻（日本東洋美術史受験分野）筆記試験 

［問題用紙は４枚です。］ 

 
＊以下のすべての問について、日本語で解答すること。 
 
問１ 以下の用語のうち 4 つを選び、それぞれ 100 字程度で説明しなさい。 
   ［配点２０点］ 
 

１） 《サン・ピエトロのピエタ》 
２） ウィリアム・ホルマン・ハント 
３） 歴史主義建築 
４） 仏塔（ストゥーパ） 
５） 料紙装飾 
６） 長谷川等伯 

 
問２ 別紙１の問題に答えなさい。［配点２８点］ 
 
問３ 別紙 2 は「三寶絵」（『名古屋市博物館蔵三寳絵 写真版』名古屋市博物

館、1989 年）の一部です。「 」内を翻刻しなさい。［配点１２点］ 
 
問４ 別紙３は「十一面観音像」（平安時代 12 世紀、一幅、奈良国立博物館蔵）

です。図様を詳しく記述したうえで、あなたが考えるこの作品の魅力に
ついて述べなさい。［配点４０点］ 
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別紙１ 
 

 
2 枚目/4 枚中 

白
井
華
陽
︵
？
 
一
八
三
六
︶﹃
画
乗
要
略
﹄
所
載
の
次
の
文
に
つ
い
て
設
問
に
答
え
な
さ
い
︒ 

        

語
注 

醉
月
︑
蕪
村
︑
應
擧･･

い
ず
れ
も
画
家
︒
順
に
大
西
酔
月
︑
与
謝
蕪
村
︑
円
山
応
挙
︒ 

束
脩･･

生
徒
が
師
匠
に
入
門
す
る
際
に
持
参
す
る
謝
礼
の
金
品
︒
こ
こ
で
は
入
門
の
礼
を
と
 
た
と
い
う
こ
と
︒ 

莫
逆
友･･

親
密
な
友
︒ 

百
釆
之
圖･･

百
菜
図
︑
す
な
わ
ち
種
々
の
野
菜
や
果
実
を
描
い
た
作
品
︒ 

   

設
問
一 

冒
頭
か
ら
五
行
目
﹁
至
其
山
水
最
竒
﹂
ま
で
を
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
︒ 

一
行
目
の
﹁
嘗
﹂
に
ル
ビ
を
振
る
こ
と
︒ 

設
問
二 

右
記
で
﹁
月
溪
﹂
と
し
て
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
画
家
の
︑
現
在
に
お
け
る
一
般
的
な
呼
称
を
答
え

な
さ
い
︒ 

設
問
三 

六
行
目
﹁
百
釆
之
圖
﹂
は
ど
の
よ
う
な
描
法
の
作
品
か
︒
本
文
を
踏
ま
え
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
︒ 

  

画
像
は
著
作
権
等
に
配
慮
し
︑
掲
載
を
省
略
し
ま
す
︒ 
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  別紙２ 

 3 枚目/4 枚中  

 

﹁ 

﹁ 

右
の
文
中
に
記
さ
れ
る
菩
薩
等
に
つ
い
て
は
︑
以
下
の
注
を
参
照
の
こ
と
︒ 

雪
山･･･

無
常
偈
の
後
半
を
聞
く
た
め
に
捨
身
し
た
と
い
う
童
子 

 

最
勝
仙
人･･･

命
を
犠
牲
に
し
て
仏
法
を
求
め
た
と
い
う
優
れ
た
仙
人 

常
啼･･･

般
若
波
羅
蜜
を
求
め
て
身
命
を
惜
し
ま
ず
旅
を
し
た
と
さ
れ
る
菩
薩 

 

善
財･･･

多
く
の
菩
薩
た
ち
を
訪
問
し
求
法
し
た
と
さ
れ
る
童
子 

薬
王･･･

焼
身
供
養
し
た
と
さ
れ
る
菩
薩 

 

普
明･･･

首
を
切
ら
れ
る
と
い
う
約
束
を
守
 
た
正
直
な
王 

 

画
像
は
著
作
権
等
に
配
慮
し
︑
掲
載
を
省
略
し
ま
す
︒ 
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４枚目/４枚中 
 

    

別
紙
の
図
は、

著
作
権
等
に
配
慮
し
掲
載
を
省
略
し
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ま
す
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60

問題文は、著作権に配慮し省略します。
なお、出典は問題文のとおりです。
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